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営
を
図
る
。

ま
た
、

人
件
費
の
抑

制

と
組
織

の
ス
リ
ム
化
に
よ

っ

て
、

管
理
職
ポ

ス
ト
の
削
減
、

業

務
委
託
の
推
進
、

定
員
管
理
の
適

正
化
を
進
め
、

効
率
的
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
り
、

人
材
育
成
に
努
め
た
い
。

〔
Ч

卿
湖

齢
瀬
麟
卿
妨
賄
敵
贈
徹

で
き
る
か
。

ま
た
こ
れ
を
契
機
に

今
後
の
市
独
自
の
経
済
活
性
化
政

策
等
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
方
を

お
尋
ね
す
る
。

Ａ
Ａ

剛
勅
輌
鞭
悌
報
賊
却
的
螺
歎

施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

本
市
で
は
、

二
月
十
三
日
か
ら

交
付
を
予
定
し
て
お
り
、

対
象
者

は
九
千
四
百
八
十
三
名

（二
月
二

日
現
在
）
、

金
額
換
算
す
る
と
約

一
億
九
千
万
円
と
な
り
、

六
カ
月

の
間
に
小
浜
市
内
に
お
い
て
消
費

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

現
在
、

各
商
店
街
や
事
業
所
に

お
い
て
振
興
券
の
活
用
方
法
等
に

つ
い
て
検
討
中
と
の
こ
と
で
あ

り
、

経
済
の
活
性
化
と
地
域
振
興

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、

平
成
十

一
年
度
に
お

い
て
は
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
か
か
る
予
算
を
お
願
い
し
て
お

り
、

こ
の
振
興
券
を
契
機
と
し
て

い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま

れ
、

ま
た
意
見
集
約
が
で
き
れ
ば

そ
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
て
い
る
。

今
後
と
も
地
元
経
済
界
と
行
政

が

一
体
と
な
っ
て
景
気
の
回
復
と

地
域
振
興
に
取
組
み
た
い
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
、

次
の

点
を
お
尋
ね
す
る
。

①
介
護
保
険
計
画
策
定
委
員
会
に

お
け
る
介
護
の
対
象
に
つ
い
て

②
平
成
十
年
十
月
の
認
定
事
業
の

結
果
に
つ
い
て

③
施
設
と
体
制
整
備
に
つ
い
て

④
月
額
保
険
料
に
つ
い
て

Ａ

的
岬
期
叶
幹
歎
肺
し 一
削
舜
躍

護
高
齢
者
需
要
調
査
の
対
象
者
数

は
、

在
宅
の
高
齢
者
が

一
千
三
十

名
、
施
設
入
所
者
が
百
四
十
四
名

で
あ
る
。

国
の
示
し
て
い
る
介
護
保
険
の

対
象
者
数
の
積
算
値
は
、

調
査
対

象
者
の
七
十
六
％
で
あ
り
、

現
段

階
で
は
要
支
援

・
要
介
護
の
認
定

見
込
者
数
は
約
九
百
名
と
み
て
い

る
。

②
高
齢
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
体
制
整

備
支
援
事
業
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い

て
は
、

若
狭
五
市
町
村
に
お
い
て

実
施
し
て
い
る
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
る
方
の
中
か
ら
、
無

作
為
に
在
宅
五
十
名
、

施
設
入
所

者
五
十
名
を
抽
出
し
、

訪
問
調
査
、

介
護
認
定
審
査
会
を
実
施
し
て
い

る
。

こ
の
結
果
、

自
立
と
認
定
さ

れ
た
方
は
三
名
、

要
支
援
が
四
名

で
あ
っ
た
。

自
立
の
方
は
老
人
保

健
福
祉
計
画
で
対
応
す
る
こ
と
に

な
り
、

要
支
援
の
方
に
つ
い
て
は

介
護
給
付
も
受
け
ら
れ
、

介
護
保

険
事
業
計
画
の
中
で
対
応
し
て
い

夕

ヽ

。

③
平
成
十
年
実
施
の
高
齢
者
需
要

調
査
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
つ

い
て
は
、

現
在
取
り
ま
と
め
中
で

あ
り
、

今
後
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量

を
把
握
す
る
中
で
受
け
皿
と
な
る

的
確
な
基
盤
の
整
備
計
画
を
た
て

た
い
。

④
県
が
独
自
の
計
算
方
法
に
よ
り

推
計
し
た
六
十
五
歳
以
上
の
第

一

号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
は
県

内
平
均
で
月
額
三
千
二
百
円
で
あ

る
。

県
と
同
様
の
計
算
方
法
に
よ

り
推
計
し
た
本
市
の
保
険
料
は
月

額
二
千
七
百
円
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
保
険
料
は
あ
く
ま
で
も
試
算

で
あ
り
、

正
式
な
保
険
料
率
に
つ

い
て
は
、

政
令
の
算
定
基
準
に
従

い
、

条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、

平
成
十
二
年
の
二
月
定

例
会
に
上
程
す
る
予
定
で
あ
る
。

〔Ч
鄭兼鮭射曲韓鞠鞍礎捌嚇

て
次

の
点

に

つ
い
て
お
尋

ね

す

る
。

①
交
差
点
の
改
良
予
定
に
つ
い
て

②
多
田
川
ま
で
の
道
路
改
良
予
定

に
つ
い
て

③
多
田
川
改
良
工
事
の
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て

Ａ
Ａ

麺
鯛
髄
膝
付
力
哨
帥
畝
坦

嬢

常
に
交
通
事
故
が
多
く
、

以
前
か

ら
建
設
省
に
対
し
改
良
要
望
を
行

っ
て
い
る
。

平
成
九
年
に
福
井
県

で
当
交
差
点
を
含
め
十
二
箇
所
が

交
通
事
故
多
発
地
帯
と
し
て
箇
所

付
け
さ
れ
た
。

建
設
省
で
は
、

こ

れ
を
契
機
に
歩
道
設
置
を
含
め
た

交
差
点
改
良
事
業
と
し
て
右
折
レ

ー
ン
設
置
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

っ
た
。

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、

地
権
者
の
皆
さ
ん
は
じ
め
地
元
説

明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

同
意
が

得
ら
れ
れ
ば
平
成
十

一
年
度
か
ら

用
地
測
量
に
入
る
予
定
と
聞
い
て

い
る
。

本
市
も
全
面
協
力
し
、　

一

日
も
早
い
完
成
を
望
ん
で
い
る
。

②
市
道
和
久
里
線
の
国
道
二
十
七

号
か
ら
多
田
川
間
の
道
路
改
良
計

画
に
つ
い
て
は
、

建
設
省
施
工
に

よ
る
和
久
里
地
係
交
差
点
工
事
及

び
福
井
県
施
工
の
多
田
川
改
良
工

事
の
事
業
進
捗
状
況
を
助
案
し
な

が
ら
拡
幅
改
良
を
進
め
た
い
。

③
多
田
川
改
良
工
事
に
つ
い
て
は
、

平
成
九
年
度
ま
で
に
河
日
か
ら
延

長
二
千
四
百
七
十

一
メ
ー
ト
ル
が

完
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、

現
在

は
、

国
の
方
針
に
よ
り
他
事
業
の

優
先
整
備
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

平

成
十
年
い
十

一
年
度
は
休
止
し
て

い
る
状
態
で
あ
る
。

二
級
河
川
と

し
て
独
立

（平
成
八
年
五
月
）
し

た
た
め
、

今
後
河
川
整
備
基
本
方

針
及
び
基
本
計
画
の
見
直
し
を
か和久里交差点
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け
、

さ
ら
に
工
場
等
用
地
補
償
及

び
多
田
川
に
か
か
る
Ｊ
Ｒ
高
架
橋

の
架
替
等
を
調
整
し
、

事
業
再
開

に
向
け
て
努
力
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

〔
Ч

鉱
醐
鞍
卵
鋼
敵
爾
瑯
姉
輔
畑

の
七
項
目
の
現
在
の
状
況
と
今
後

の
取
組
み
を
お
尋
ね
す
る
。

①
近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線

②
広
域
農
道

（仮
称
）
若
狭
西
街

道
③
中
部
農
免
道
路

④
都
市
計
画
道
路
臨
港
線
及
び

多
賀
竹
原
松
ヶ
崎
線

⑤
小
浜
線
電
化

⑥
琵
琶
湖
若
狭
湾
リ
ゾ
ー
ト
新
線

②
県
道

Ａ

的
艇

帽

麹

軽

諄

，こ賀
嫌

浜
敦
賀
間
に
施
行
命
令
が
出
さ

れ
、

全
線
に
わ
た
り
着
工
さ
れ
る

運
び
と
な
っ
た
。

舞
鶴
東
イ
ン
タ
ー
か
ら
岡
津
ま

で
は
、

平
成
十
年
十
月
に
起
工
式

が
行
わ
れ
、

工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

岡
津
か
ら
府
中
間
は
、

施

行
命
令
後
、

地
元
説
明
と
と
も
に

測
量
調
査
を
進
め
て
お
り
、

平
成

十

一
年
秋
に
は
そ
の
結
果
を
基
に

設
計
協
議
用
図
面
が
作
成
さ
れ
、

地
元
の
皆
様
と
具
体
的
な
協
議
に

入
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

府

中
か
ら
敦
賀
間
に
つ
い
て
は
、

十

一
年
度
か
ら
測
量
調
査
が
で
き
る

よ
う
に
各
関
係
地
区
で
地
元
説
明

会
を
進
め
て
い
る
。

②
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業

若
狭
西
地
区
に
つ
い
て
は
平
成
七

年
度
に
上
野
か
ら
谷
田
部
間
の
延

長
六
．

九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
飯
盛

か
ら
大
飯
町
本
郷
間
の
延
長
六
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
が
採
択
さ
れ
、

総
延

長

一
八
．

九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
幅
員

八
メ
ー
ト
ル
、

総
事
業
費
二
百
億

円
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

進
捗
率

は
、

十
年
度
末
で
三
十
七
％
で
あ

り
、

十
六
年
度
完
成
を
目
指
し
て

い
る
。

③
小
浜
中
部
地
区
農
免
道
路
事
業

に
つ
い
て
は
、

昭
和
六
十

一
年
度

に
府
中
か
ら
次
吉
ま
で
を

一
期
と

し
て
二
千
三
百
メ
ー
ト
ル
、

昭
和

六
十
三
年
度
に
二
期
と
し
て
次
吉

か
ら
阿
納
尻
ま
で
の
延
長
三
千
三

百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
採
択
を
受

け
、

総
延
長
五
千
六
百
五
十
メ
ー

ト
ル
、

幅
員
七
メ
ー
ト
ル
、

総
事

業
費
三
十
二
億
五
千
万
円
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

現
在
、

次
吉
地
係
、

奈
胡
地
係
、

阿
納
尻
地
係
で
そ
れ

ぞ
れ
工
事
を
進
め
て
お
り
、

十
六

年
度
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

④
臨
港
線
は
、

伏
原
地
係
の
国
道

二
十
七
号
を
起
点
と
し
、

阿
納
尻

ま
で
の
総
延
長
六
千
九
百
七
十
メ

ー
ト
ル
の
路
線
で
あ
る
。

国
道
二

十
七
号
か
ら
神
田
橋
ま
で
の
延
長

四
百
六
十
メ
ー
ト
ル
区
間
は
、

昭

和
五
十
九
年
度
か
ら
立
体
交
差
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

現
在
、

平
成

十
二
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
神

田
側
の
橋
脚
や
伏
原
側
の
橋
桁
設

置
な
ど
の
工
事
に
着
手
し
て
い

る
。多

賀
竹
原
松
ヶ
崎
線
は
、

小
浜

幼
稚
園
前
の
臨
港
線
交
差
点
を
起

点
と
し
、

西
津
公
民
館
前
の
国
道

百
六
十
二
号
と
の
交
差
点
ま
で
の

延
長
二
千
七
百
十
メ
ー
ト
ル
の
路

線
で
あ
る
。

西
津
東
部
の
区
間
は

供
用
開
始
し
て
お
り
、

竹
原
橋
か

ら
水
取
三
丁
目
ま
で
の
五
百
五
十

六
メ
ー
ト
ル
の
区
間
は
、

仮
称
水

取
大
橋
橋
梁
整
備
事
業
と
し
て
平

成
十
五
年
度
完
成
を
目
指
し
て
い

る
。

⑤
Ｊ
Ｒ
小
浜
線
の
電
化
に
つ
い
て

は
、

平
成
十
年
九
月
に
Ｊ
Ｒ
西
日

本
社
長
よ
り
電
化
に
対
し
て
の
前

向
き
な
発
言
が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
県
で
は
、

平
成

十

一
年
秋
に
は
着
工
出
来
る
よ
う

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
最
終
的
な
意
思
決

定
を
得
る
た
め
尽
力
い
た
だ
い
て

い
る
。

⑥
リ
ゾ
ー
ト
新
線
建
設
に
つ
い
て

は
、

平
成
十
年
六
月
に
福
井
県
の

重
点
要
望
事
項
に
格
上
げ
さ
れ
、

き
ら
に
県
に
お
い
て
整
備
基
金
の

積
立
て
を
開
始
す
る
な
ど
前
進
し

て
い
る
。

本
市
で
も
平
成
十
年
七
月
に
上

中
町
か
ら
今
津
ま
で
の
現
地
踏
査

を
行
い
、

ま
た
八
月
に
は
Ｊ
Ｒ
西

日
本
本
社

ヘ
リ
ゾ
ー
ト
新
線
実
現

の
要
請
を
行
っ
た
。

今
後
は
、

具
体
的
な
事
業
費
や
、

採
算
性
の
確
保
に
向
け
て
福
井
県

側
と
滋
賀
県
側
と
の
協
議
が
重
要

課
題
と
な
る
た
め
、

関
係
市
町
村

と
国
や
関
係
機
関
へ
強
く
要
望
を

重
ね
、

実
現
に
向
け
て
引
き
続
き

努
力
し
た
い
。

⑦
県
道
羽
賀
東
小
浜
停
車
場
線
に

つ
い
て
は
、

高
塚
橋
の
架
替
延
長

百
十
四
メ
ー
ト
ル
と
架
替
に
伴
う

取
付
け
道
路
改
良
延
長
九
百
七
十

メ
ー
ト
ル
を
平
成
八
年
度
よ
り
着

手
し
、

平
成
十
五
年
度
完
成
を
目

指
し
て
い
る
。

主
要
地
方
道
小
浜
朽
木
高
島
線

に
つ
い
て
は
、

国
道
二
十
七
号
か

ら
池
河
内
地
係
は
完
成
し
て
お
り

残
り
に
つ
い
て
は
未
計
画
で
あ

と

つ

。

県
道
本
保
平
野
線
に
つ
い
て

は
、

改
良
済
で
あ
る
。

〔
Ч

期
醜
的
藤
蝶
嘘
軸
卿
撻
水
森

が
、

現
在
の
農
業
離
れ
の
実
態
と

本
市
に
お
け
る
農
地
の
有
効
利
用

に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

Ａ

勁
一

挽

腰

堪

羅

射
落

イ

・
ラ
ウ
ン
ド
の
合
意
に
は
じ
ま

り
九
十
六
年
に
は
新
食
糧
法
が
制

定
さ
れ
、

米
の
流
通
体
系
が
大
き

く
変
わ
り
、

ま
た
平
成
十
年
度
に

若狭 西街道
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は
、

政
府
よ
り
新
た
な
食
糧
、

農

業
、

農
村
政
策
の
基
本
的
な
考
え

方
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

農
業

・
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢

は
、

自
由
化
、

国
際
化

へ
向
け
て

一
気
に
加
速
さ
れ
、

農
業
従
事
者

の
高
齢
化
、

米
価
の
低
迷
、

さ
ら

に
生
産
調
整
の
強
化
が
農
業
離
れ

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
の
が
実
態

で
あ
る
。

本
市
で
は
、

こ
れ
ら
の
解
決
の

た
め
集
落
農
業
を
基
本
と
し
、

担

い
手
農
家
な
ど
へ
の
農
地
の
集
積

と
生
産
組
織
を
中
心
と
し
た
受
委

託
の
拡
大
等
農
地
の
流
動
化
を
推

進
し
た
い
。

ま
た
、

認
定
農
業
者

の
育
成
や
低
コ
ス
ト
稲
作
の
推
進

な
ど
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
に
取

り
組
み
た
い
。

保
育
料
の

一
律
化
が
で
き
な

い
か
お
尋
ね
す
る
。

Ａ

朝
麟
料

印
鵬
印
購
明
散
陣
静

に
要
す
る
費
用
を
ベ
ー
ス
に
、

扶

養
義
務
者
か
ら
徴
収
し
た
場
合
に

お
け
る
家
計
に
与
え
る
影
響
を
考

慮
し
た
方
式
に
な
っ
て
い
る
。

低
年
齢
児
及
び
中
間
所
得
者
層

に
十
分
配
慮
し
、

保
育
費
用
等
に

対
す
る
公
的
責
任
を
後
退
さ
せ
な

い
と
い
う
児
童
福
祉
法
の
趣
旨
に

よ
り
、

現
行
の
七
階
層
の
徴
収
基

準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

本
市
の
保
育
徴
収
基
準
は
、

七

階
層
を
さ
ら
に
細
分
化
し
、

低
所

得
者
に
対
す
る
負
担
軽
減
措
置
を

行

っ
て
い
る
。

保
育
料

の

一
律
化

に

つ
い
て

は
、

国
が
年
齢
区
分
の
枠
だ
け
を

考
え
た
均

一
化

を
目
指

し

て
お

り
、

本
市
も
国
の
動
き
に
合
わ
せ

つ
つ
、

低
所
得
者
等
に
急
激
な
負

担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
慎
重
に
進

め
た
い
。

Ｑ
葬
十那
ダ
ダ
璃

そ
の
取
組
み
に
つ
い
て
次
の
点
に

つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

①
職
員
採
用
に
お
け
る
国
籍
条
項

の
見
直
し
に
つ
い
て

②
学
校
教
育
に
お
け
る

「
心
の
教

育
」
方
法
に
つ
い
て

③
公
民
館
に
つ
い
て

ア
．

公
民
館
を
通
じ
た
社
会

教
育
、

地
域
社
会
づ
く
り

イ
．

目
安
箱
の
設
置

ウ
。

犬
の
糞
害

④
金
婚
式
の
祝
い
の
実
施
に
つ
い

て

Ａ
Ａ

珂
唖
輔
姫
船
Ｆ
却
囃
豚
頼
一

．

い
る
。
「公
権
力
の
行
使
又
は
公

の
意
思
形
成

へ
の
参
画
に
携
わ
る

職
に
就
く
こ
と
が
将
来
予
想
さ
れ

る
職
員
採
用
に
お
い
て
、

日
本
国

籍
を
有
し
な
い
者
に
も

一
般
的
受

験
資
格
を
認
め
る
こ
と
は
適
当
で

な
い
」
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

他

の
自
治
体
で
は
、

国
籍
条
項
を
撤

廃
し
た
と
す
る
事
例
が
あ
る
。
し

か
し
、

こ
れ
ら
の
自
治
体
に
お
い

て
も
、

採
用
後
の
管
理
職
登
用
に

つ
い
て
制
限
を
加
え
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、

そ
の
是
非
に
つ
い
て

議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
状
況
を
十
分
踏
ま
え
、

国
や
県

の
指
導
に
基
づ
き
慎
重
に
対
応
し

た
い
。

②
平
成
十
年
十
二
月
に
新
学
習
指

導
要
領
が
告
示
さ
れ
、

こ
の
中
で

は

「体
験
活
動
を
活
か
し
た
心
に

響
く
道
徳
教
育
の
充
実
」
「家
庭

や
地
域
の
人
々
の
協
力
に
よ
る
道

徳
教
育
の
充
実
」
「未
来
に
向
け

て
、

自
ら
が
課
題
に
取
組
み
、

と

も
に
考
え
る
道
徳
教
育
の
充
実
」

の
三
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

本

市
に
お
い
て
は
、

「
た
た
え
る
心

づ
く
り
」
の
教
育
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
る
。

現
在
、

本
市
に
お
い
て
次
の
三

点
に
つ
い
て
積
極
的
な
取
組
み
を

し
て
い
る
。

一
。

道
徳
教
育
推
進
に
つ
い
て
文

部
省
の
指
定
を
受
け
、

小
浜
中
学

校
区
に
お
い
て
道
徳
的
実
践
活
動

の
実
施

二
，

小
浜
第
二
中
学
校
に
お
い
て

授
業
実
践
の
実
施

三
．

各
学
校
に
お
い
て
学
校
生
活

ア
ン
ケ
ー
ト
や
教
育
相
談
の
実
施

③
ア
．

公
民
館
は
、

住
民
の
た
め

に
実
際
生
活
に
則
す
る
教
育
、

学

術
及
び
文
化
に
関
す
る
各
種
事
業

「を
行
い
、

も
っ
て
住
民
の
教
養
の

向
上
、

健
康
の
増
進
、

情
操
の
純

化
を
図
り
、

生
活
の
文
化
振
興
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
十

年
九
月
に
国
の
生
涯
学
習
審
議
会

の
答
申
の
申
で
青
年
学
級
振
興
法

の
廃
止
を
答
申
し
て
い
る
よ
う

に
、

青
年
学
級
の
低
迷
や
、

婦
人

学
級
等
に
お
い
て
も
趣
味
的
講
座

を
実
施
し
て
お
り
、

現
代
的
課
題

の
講
座
の
開
設
は
低
迷
し
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

今
後
の
公
民
館
運
営
に
つ
い
て

は
、

中
央
公
民
館
を
中
心
に
生
涯

学
習
を
進
め
、

地
区
公
民
館
に
は

高
齢
化
、

少
子
化
が
進
む
な
か
、

高
齢
者
と
青
少
年
を
取
り
巻
く
諸

問
題
解
決
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
進
め
た
い
。

イ
．

住
民
が
公
民
館
に
足
を
運
ん

で
も
ら
え
る
奇
抜
な
目
安
箱
の
設

置
に
つ
い
て
関
係
部
局
と
相
談
し

て
進
め
た
い
。

ウ
。

本
市
で
も
犬
の
糞
害
に
つ
い

て
注
意
を
呼
か
け
て
い
る
。

市
政

広
報

へ
の
掲
載
、

ケ
「
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
活
用
、

狂
犬
病
予
防
注
射
実

施
時
の
チ
ラ
シ
配
布
、

主
要
公
園

に
看
板
の
設
置
等
対
策
を
講
じ
て

い
る
が
、

最
終
的
に
は
個
人
の
モ

ラ
ル
に
委
ね
る
以
外
に
な
く
、

公

民
館
だ
よ
り
へ
の
掲
載
等
機
会
を

利
用
し
て
広
報
活
動
に
努
め
た

い
。

④
金
婚
記
念
祝
賀
会
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
十
年
か
ら
平
成
九
年
ま
で

開
催
し
て
い
た
。

平
成
十
年
は
昭

和
二
十
三
年
中
に
婚
姻
届
を
出
さ

れ
た
方
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、

昭

和
二
十
二
年
は
新
民
法
が
施
行
さ

れ
た
年
で
あ
り
、

戦
後
の
混
乱
期

を
脱
し
近
代
国
家

へ
の
第

一
歩
を

踏
み
出
し
た
年
で
あ
り
、

こ
れ
を

一
つ
の
区
切
り
と
し
て
昨
年
か
ら

廃
止
し
た
。

〔
Ч

岬
輸
姉

齢
劇
御
備
縦
伽
雌
陣

性
化
基
本
構
想
策
定
事
業
に
対
す

る
考
え
方
を
お
尋
ね
す
る
。
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Ａ

御
昨
修
朕
的
鞠
姉

脚
脚
畑
晰

の
減
少
や
空
店
舗
の
増
加
に
よ
る

空
洞
化
が
深
刻
な
社
会
現
象
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に

よ
り
、

国
は
平
成
十
年
度
に
引
き

続
き
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め

の
総
合
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

中
心
市
街
地
再
活
性
化
事
業
の

推
進
に
は
三
つ
の
柱
が
あ
り
、

ア
．

中
心
市
街
地

へ
の
商
業

・

サ
ー
ビ
ス
業
の
立
地
促
進
、

す
な

わ
ち
大
規
模
商
業
ビ
ル
な
ど
の
集

積
関
連
施
設
の
建
設

イ
．

商
店
街
の
ハ
ー
ド
、

ソ
フ

ト
面
を

一
体
化
し
た
整
備

ウ
．

都
市
型
新
事
業
の
振
興

が
あ
り
、

事
業
の
展
開
に
は
中

核
と
な
る
意
欲
的
な
商
業
者
グ
ル

ー
プ
の
育
成
が
必
要
で
あ
り
、

地

域
の
主
体
性
と
し
て
商
業
だ
け
で

な
く
、　

一
般
市
民
と
と
も
に
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
と
い
っ
た
意
識
が

大
切
で
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、

国
の
補
助
事
業
の
商
店

街
等
活
性
化
先
進
事
業
の
認
定
を

受
け
、

現
在
の
空
き
店
舗
を
活
用

し
た
実
践
事
業
を
行
う
と
と
も

に
、

商
業
関
係
者
、

中
小
企
業
診

断
士
等
の
専
門
家
を
構
成
員
と
し

た
対
策
委
員
会
を
設
置
し
、

商
店

街
が
抱
え
る
問
題
の
調
査
研
究
を

行
い
た
い
。

そ
の
結
果
を
参
考
に

今
後
の
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〔Ч
徹織神囀つ病峨つヽ
「林備跡

的と内容をお尋ねする。

Ａ

醐
韓
廟
朝
胸
姉

歎
期
的
敵
膀

床
不
足
を
き
た
し
て
お
り
、

若
狭

の
総
合
病
院
と
し
て
地
域
医
療
の

向
上
を
は
か
る
た
め
の
再
整
備
を

望
ん
で
い
る
。

具
体
的
に
は
、

病

床
不
足
の
改
善
、

入
院
患
者
を
中

心
と
し
た
療
養
環
境
の
改
善
、

病

院
財
政
の
安
定
化
、

先
端
医
療
実

施

へ
の
準
備
、

保
健

。
福
祉
分
野

へ
の
更
な
る
貫
献
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
実
現
に
向
け
て
病
院
構
成
市

町
村
や
県
と
も
十
分
協
議
し
て
取

り
組
み
た
い
。

小
浜
病
院
の
平
成
十

一
年
度
予

算
に
お
い
て
、

中
長
期
的
視
点
に

立
っ
た
再
整
備
構
想
の
委
託
料
も

予
算
化
し
て
い
る
。

六
百
床
構
想
に
つ
い
て
は
、

現

在
小
浜
病
院
の
病
床
が
三
百
八
十

六
床
で
あ
り
、

嶺
南
で
不
足
と
い

わ
れ
る
四
百
床
余
り
の
う
ち
、

約

二
百
床
を
拡
充
し
た
い
こ
と
か
ら

六
百
床
構
想
と
な
っ
て
い
る
。

駅前通 り

公立小浜病院


